
内閣府 地方大学・地域産業創生交付金事業

駿河湾・海洋DX先端拠点化計画

◼清水港、駿河湾という国内有数の海洋環境を最大限に活かした新産業創出や起業創出のため、海洋DXを多角的に活用した
魅力ある事業を見出し、人材を育成し、若者の流入と雇用創出を実現する。
◼静岡市・静岡県の連携のもと、域内の産学官や市民の協力と支援を創発し、国内外への波及効果を視野に入れた環境保全
と経済発展を両立する海洋産業を創出する。

◼計画期間 2024年度から2033年度までの10か年度（2028年度までの５か年は国費支援期間）
◼事 業 費 約20億円（国費支援期間の５か年）
◼計画主体 静岡市・静岡県
◼交付金活用事業 ①実施計画推進事業、②大学改革事業、 ③「マリンインフォマティクス」事業、

④海洋DX研究開発・事業化推進事業
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５ 計画スケジュール

２ 計画概要
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計画期間（10ヶ年度）

交付金活用事業期間（想定） 自走期間（想定）
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（2025）

R8年度
（2026）
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R10年度
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R11年度
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R12年度
2030

R13年度
2031

R14年度
2032

R15年度
2033

海洋DXコース
（大学院修士課程）

開設

海洋DX人材
育成セミナー

開講 海洋DX人材育成、雇用創出の循環定着

駿河湾MIシステム
（基本システム）

開発
プロトタイプ開始

システム公開
利用増加

MI研究推進
（20テーマ）

「マリンインフォマティクス」の推進
による海洋DX研究拠点の創出

事業化に向けた
研究開発推進

水産、養殖から
幅広いブルーエコノミーの成長へ展開研究開発成果の実用化、自走化

更なる研究開発の増加

海洋情報・研究成果を
提供し事業化に活用

産業ニーズ・事業実績を
提供し研究強化に活用

推
進
体
制
構
築

システム精度向上
関連データとの連携拡大
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